業界横断2016-5-02

２０16年度 第4回国際／業界横断EDIタスクフォース 議事録(案)




　

国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2016年11月29日（火） 10：00～12：00
２．開催場所　：　機械振興会館　地下2階　B2-2会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）
　　　

      特別会員　　　石垣　　充　　　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会

　　　幹事会員　　　兼子　邦彦　　　小島プレス工業株式会社
　　　幹事会員　　　遠城　秀和　　　NTTデータシステム技術株式会社

      幹事会員　　　稲野　清治　　　株式会社グローバルワイズ

      幹事会員　　　藤野　裕司　　　株式会社データ・アプリケーション

　　　幹事会員　　　中井　基雄　　　株式会社データ・アプリケーション

　　　正会員　　　　千田　伸彦　　　株式会社テクノロジックアート

　　　正会員　　　　永壽　拓宏　　　株式会社オージス総研
　　　正会員　　　　花澤　健二　　　キャノンITソリューションズ株式会社

　　　正会員　　　　港　　和行　　　イオンアイビス株式会社

　　　正会員　　　　湊本　智昭　　　株式会社ワイ・ディ・シー

　　　賛助会員　　　川内　晟宏　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員　　　佐々木裕一　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会

　　　賛助会員　　　根岸　大介　　　一般財団法人流通システム開発センター

賛助会員　　　梶田　　瞳　　　一般財団法人流通システム開発センター
　　　賛助会員　　　浅田　寿人　　　一般社団法人全国銀行協会

　　　ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ     鈴木　勇人　　　経済産業省中小企業庁
　　　
　　　事 務 局　　　菅又　久直
　　　一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会
　　　事 務 局　　　斉藤　良一
　　　一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会

出席者　19名
４．議事概要　
  2016年度第4回国際／業界横断EDIタスクフォースは、兼子委員長の進行により以下の議事を実施した。（資料：業界横断2016-4-01）
４－１．第3回国際／業界横断EDIタスクフォース議事録確認
　前回議事録の確認を行った。（事務局菅又）（資料：業界横断 2016-4-02）
内容についての質問、異議等なし。
４－２．次世代企業間データ連携調査事業
　事務局菅又より以下の説明があった。（資料：業界横断 2016-4-03）
今回の議事次第２．３．４項はいずれも公募事業に関連するテーマである。受託契約者はITC協会が選定されたが、契約に関しては現在交渉中であり、今回の説明内容は提案内容を前提としている。
　はじめに中小企業庁公募事業の実施概要について資料に基づき説明があった。
・事業の目的：中小企業の生産性をより一層向上させるために、企業の業務の効率化及び業務情報の利活用を可能にする情報基盤の整備を図ること。

・大きな項目は以下の２つになる。

1 業界の垣根を越えたデータ連携システム整備のための委員会の設置

2 委員会で作成したシステム仕様書に基づく実証

・事業の構成：整備委員会/実証プロジェクト部会/技術部会/実証プロジェクト審査会及び実証プロジェクトなど。

・実施事項：

1 中小企業の企業間取引情報基盤整備のための調査

2 データ連携プラットフォーム活用による中小企業の生産性向上の実証検証
3 第４次産業革命へ対応するための機能拡張についての提言

・ツール及びガイドの作成：
1 データ連携プラットフォームの仕様作成

2 データ連携プラットフォームの実装にあたり必要なツール整備

3 汎用的業務アプリケーション連携機能（インターフェース）

・実証プロジェクトを通じた調査事項：
1 デジタル化の実証検証し、投資と効果を調査
2 導入・運用にあたって自動化できるところの洗い出し
3 国際展開の考慮
4 金流商流情報連携についての調査
5 IOTと商取引情報との連携についての調査

【質疑応答】

（藤野）「データ連携プラットフォーム」とあるが、一般的な理解はここに書かれている内容より広い範囲を言う。もっと範囲を広げるか、言葉をかえる必要があるのではないか。
⇒（議論の結果）「データ連携プラットフォーム活用のための支援機能」と位置づける。名称等文言は別途考える。（菅又）

４－３．実証プロジェクトについて

　川内委員から以下の説明があった。（スライドにて説明）

・これから説明する内容は、ITC協会として応募した内容であり追加提案もしている。なお、現在協議中であり契約に至っていないため確定しているものではない。
・提案の主旨：

1 中小企業へのIT促進が前提であるが、そのやり方を従来とは変える必要がある。これまでは個々にはやってきたが全体の底上げになっていない。全体のレベルアップを図る方法でなくてはならない。
2 IT導入が生産性向上に結びつくことが重要であり、それは企業間をつなぐこと。
共通の「データ連携プラットフォーム」が必要だ。

・どこから始めるか：受発注のデジタル化から始めたい。

　当面は共通EDIのプラットフォームを作ることから始める。

・第４次産業革命は「つなぐIT革命」と理解している。IoTや金流と商流をつなぐことで2020年には実用化を迎えたいと思う。

・中小企業では現在（情報交換の手段が）バラバラでありこれらをどうするかは先の問題だ。
・FAXと同等レベル（価格や使いやすさ）で使えるようになるかどうかが大きな普及促進の分かれ目だ。
・実証実験のイメージ：

1 企業間連携は企業同志をつなぐことだが、それぞれ自社のシステムは変えずにできるようにする。
2 企業間（業界間）の変換は中間のプロバイダーが行う。

3 異なるプロバイダー同志もつながること。

4 データ項目は国連CEFACT準拠の共通辞書を使って行う。

5 企業が使用しているアプリケーション・パッケージは他の企業のパッケージともつながること。

・事業を構成する組織について：

1 受託契約者が事務局となる。

2 その下に委員会をおく。
3 複数のプロジェクトがあり、その中にはデータ連携プロバイダー、プロジェクト管理企業、業務アプリケーションベンダーなどが入る。

・実証実験に終わらず実用化に繋がる案件を重視する。そのため今回の事業の成果物は国有になるが、併せて開発したベンダーも使用権を持てる方式にする。

・どのくらい生産性向上になったかの報告を出すことになっており、事前の調査をしておくこと。

【質疑応答】

（菅又）今日の会議（当タスクフォース会議）にはベンダー等が参加しており、早めの議論など進めたいが、仕様の詳細を説明して貰いたい。
⇒ベンダー等にヒアリングを行う目的で進めるのは可能と考える。（鈴木）

⇒了解した。（川内）
（川内氏の説明続き）

・「変換サービスはプロバイダーがやる」という事について、国連CEFACTのデータ項目が前提となる。

（菅又）大手企業側のマッピングはどうするのか？

⇒大手企業でもEDI化していない部分が残っている。FAXの紙の世界をどうデジタル化できるかが問題で、実証実験ではここもなんとか解決したい。マッピング作業は大手企業自身が行うか、プロバイダーが行うことになる。不足の項目があれば国連CEFACTへの登録を推進していく。（川内）
（兼子）インターフェースについては、それぞれのプロジェクトが個別に作るのではなくて1つにして貰いたい。また、10のプロジェクト間の連携はないのか？国連CEFACT準拠であれば可能ではないか。
（川内）パッケージベンダーもバージョンアップの時に国連CEFACT仕様版を提供できるようにして貰いたい。

（藤野）FAX（紙）には受発注に関する項目の他に納入先や場所など企業間で必要な項目が多くあるが、これらは国連CEFACTには登録されているのか？
⇒それらの情報も現在登録済で網羅されています。項目の追加などは早ければ3ヶ月、長いものでは1.5年というものもあります。今後も業種別の拡張版として推進していく。（川内）

（川内氏の説明続き）

・実証実験の要件は以下です。

1 マッピングは参照資料を見て行うこと。オンプレミスの場合でもインターフェースは1つにしたい。

2 プロバイダーは実装して下さい。データ方式も限定します。

3 パッケージベンダーはデータの出力時に繋げる仕様にしてください。

⇒今後は、川内氏の説明にあった内容を具体的なスペックにする必要がある。それはベンダーサイドでないとできない。第1回委員会までには相互の合意や摺り合わせが必要と考える。（菅又）
４－４．データ連携システムツール整備

　事務局より説明する予定であったが、会議時間の関係で今回の説明は行わず。

（資料：業界横断 2016-4-07）
４－５．クラウド間相互運用性実装調査状況
　相互運用性検討サブタスクからの報告ということで、中井委員、湊本委員、藤野委員から以下の説明があった。（資料：業界横断 2016-4-08）
・公開の主旨：EDIの伝送時の証明書は、定期的に交換しなければならないが、その交換運用は個別ルールが多く運用の負荷が高い。そのための効率的な「EDIにおけるデジタル証明書交換運用への要求」として今回策定した。この資料を公開することで関係者に見て貰い運用上の大きな行き違いが無いようにしていきたい。
・金流商流情報連携タスクフォースでも紹介済です。

・JISAや業界横断EDIタスクフォースでも内容を見てもらっている。その結果も反映している。
・今回承認を頂いたのでHPにて公開していく。（事務局）
４－６．その他の報告

　兼子委員長から以下の資料等（席上配布）の説明があった。

1 2016年度「デミング賞」受賞企業に丸和電子化学工業（小島プレス工業のグループ会社）が選ばれた。このような優秀な会社でも来年度の新卒者の採用がゼロという状況である。
2 経済産業省発表「未来志向型の取引慣行に向けて」という記事：支払条件の改善で手形での支払いをなくして行きましょう、という施策

3 スマホで業務と効率化：株式会社フレックスキャンパスという会社のスマホ活用事例の紹介記事。会社と内職さんとの情報交換をスマホで始めた。スマホの活用で大幅な効率化になったと共に、内職さんの実績が目に見えて分かりモチベーションも上がったという。
4 ５Gのロードマップ：５G（第５世代移動通信システム）の2020年に向けたロードマップの記事。スマート工場は日本が最初の発信となる。
5 平成28年度 IT賞決定：小島プレス工業はITフロンティア賞を受賞した。プレゼンではペッパー（人型ロボット）が説明する。「次へ」というとスライドを人が操作している。（笑）
５．次回予定
　次回の第5回国際／業界横断EDIタスクフォースは以下の日時、場所で実施します。

会議名：「第5回国際／業界横断EDIタスクフォース」

日時　：2017年1月27日（金）14時-17時

場所　：機械振興会館　6階6D-3号室


配布資料 一覧： 　　
     業界横断2016-4-01　第4回国際／業界横断EDI TF議事次第

業界横断2016-4-02　第3回国際／業界横断EDI TF議事録

業界横断2016-4-03　次世代企業間データ連携調査事業概要

業界横断2016-4-04　実証プロジェクト公募要領案（説明のみ） 

業界横断2016-4-05　実証実験仕様案（説明のみ）

業界横断2016-4-06　実証実験候補案（説明のみ）

業界横断2016-4-07　データ連携システムツール整備案

業界横断2016-4-08　相互運用サブタスク活動報告
　　　以 上
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